
川崎市院外処方プロトコール

県下統一調剤事故防止研修会

調剤報酬改定説明会

地域連携の礎に

Social Insurance Committee

地域の病院等と連携し、事前に「形式的な疑義照会は事後報
告」とする約束を交わし、医師・薬剤師共に空いた時間を患者様
に還元する取り組みです。
それを実現するためには、病院との信頼関係が何より重要に
なってきます。社会保険委員会はその潤滑油となるべく、活動を
しています。
現在は川崎近隣の薬剤師会も賛同をしてくださり、プロトコー
ルが広がりを見せております。
この繋がりはプロトコールだけに留まらず、新たな活動に繋が
りをみせています 地元病院との連携により、薬剤師のスキルアップと共に、病院と

薬局の情報共有を図るため定期的な活動をしています

調剤事故防止を図るため、県と一体となり、毎年1回大規模な研修
会を開催しています

年々複雑化する診療報酬を正しく理解する手助けになれるように
委員会一同努力しております

こんなこともやってます

＊ 「おくすり連携手帳」（お薬・血圧手帳）の作成
＊ 「川崎市薬剤師会 医薬品譲渡伝票」の作成


